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す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）
」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
き
ま

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

　

２
０
２
４
年
秋

の
健
康
保
険
証
の

廃
止
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
の

一
体
化
に
向
け
て
、

国
民
の
不
安
を
よ
そ
に
、
岸
田

政
権
は
ま
い
進
。
法
律
を
改
正

し
て
保
険
証
を
残
せ
ば
い
い
だ

け
な
の
に
、
手
間
と
コ
ス
ト
を

か
け
て
複
雑
・
不
便
な
制
度
に

し
て
い
く
▼
マ
イ
ナ
保
険
証
が

使
え
な
い
ケ
ー
ス
が
発
覚
し
た
。

医
療
保
険
の
資
格
情
報
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
紐
づ
け
ら
れ
て
い

な
い
た
め
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
保
険
医
療
が
受
け
ら
れ
な

い
状
態
が
77
万
件
あ
る
、
と
厚

労
省
が
８
月
発
表
し
た
▼
マ
イ

ナ
保
険
証
が
利
用
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
他
に
も
。
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
義
務
化

対
象
外
の
医
療
機
関
・
薬
局
の

場
合
だ
。
医
師
が
高
齢
な
ど
困

難
な
事
情
で
義
務
化
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
の
は
１
万
８
８
２

０
施
設
（
８
月
13
日
現
在
）
▼

そ
の
た
め
医
療
資
格
を
記
載
し

た
新
文
書
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
交
付
す
る
と
い
う
。

こ
れ
を
マ
イ
ナ
保
険
証
と
一
緒

に
提
示
す
れ
ば
受
診
で
き
る
▼

１
枚
で
受
診
で
き
な
い
マ
イ
ナ

保
険
証
は
利
便
性
で
は
保
険
証

や
「
資
格
確
認
書
」
以
下
で
あ

る
▼
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
は

カ
ー
ド
交
付
枚
数
の
約
71
％
の

約
６
７
４
３
万
枚
に
達
し
た

（
23
年
９
月
10
日
現
在
）
。
と

こ
ろ
が
利
用
率
は
低
迷
し
て
い

る
▼
厚
労
省
に
よ
る
と
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
４
月
の

６
・
３
％
を
ピ
ー
ク
に
下
が
り

続
け
、
８
月
は
４
・
７
％
ま
で

下
落
。
誤
登
録
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
不
信
感
が
広
が
っ
て

い
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
信

頼
が
な
い
ま
ま
、
健
康
保
険
証

を
廃
止
し
て
い
い
は
ず
が
な
い
。

　

税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や
す
）に
引
き
続
き
、９
月
１

日
か
ら
は
秋
の
拡
大
月
間
が
ス
タ
ー
ト
。身
近
な
新
入
職
者

や
税
金
申
告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組
合
未

加
入
者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
豊
中
支
部　

濱
田
美
津
雄
】

　

十
月
二
日（
月
）豊
中
市
内

を
宣
伝
カ
ー
で
巡
回
。

　

市
役
所（
千
里
出
張
所
）へ

安
心
ガ
イ
ド
を
補
充
。

　

そ
の
後
、自
転
車
で
市
役

所（
本
庁
出
張
所
）・
あ
る
ご

　

仲
間
を
増
や
す
秋
の
組

織
拡
大
月
間
も
、
は
や
終

盤
。

　

天
災
に
祟
ら
れ
る
も
各

支
部
・
分
会
で
行
動
が
進

み
、
十
月
十
七
日
現
在
の

新
加
入
者
は
百
一
人
（
仮

集
計
）
。

　

西
淀
川
支
部
は
目
標
ま

で
あ
と
二
人
で
す
。

仲
間
を

増
や
す  

秋
の
拡
大
月
間
終
盤
へ

支部 目標 成果
西成 8 3
東住吉 21 4
住吉 12 3
都島 9 1
生野 9 6
福島 5 1
城東鶴見 15 5
東成 4 1
港 9 1
東淀川 13 3
西淀川 5 3
守口 19 5
堺 139 22
池田 5 2
貝塚 11 0
岸和田 29 5
松原 9 1
泉佐野 13 6
吹田 14 1
羽曳野 6 3
豊中 13 4
門真 32 5
寝屋川 37 9
大東 23 4
茨木 11 3
富田林 9 3
合計 480 104

　

仲
間
を
増
や
す
秋
の
拡
大
月
間
の
成
果
は
百
四
人

（
達
成
率
二
一
・
六
七
％
）＝
十
月
二
十
日
仮
集
計
＝
。　

い
よ
い
よ
最
終
盤
、仲
間
の
み
な
さ
ん
の
未
加
入

者
紹
介
な
ど
ご
協
力
を
。

置
か
れ
た
時
間
の
こ
と
を
い

う
」
と
説
明
。
そ
の
う
え

で
、
「
時
間
外
労
働
等
の
上

限
規
制
が
来
年
四
月
よ
り
建

設
業
に
も
適
用
さ
れ
る
。
優

先
順
位
を
決
め
、
で
き
る
事

か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

不
払
い
対
策
の
講
演
で

は
、
「
不
払
い
に
遭
っ
て
か

の
湯
へ
安
心
ガ
イ
ド
、バ
ン

ド
エ
イ
ド
、チ
ラ
シ
を
補
充
。

　

コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
は
ポ

ス
タ
ー
二
枚
、男
子
ト
イ
レ

内
に
安
心
ガ
イ
ド
ス
タ
ン
ド

を
設
置
し
ま
し
た
。

【
港
支
部
】

　

九
月
十
六
日
（
土
）
拡
大

行
動
を
行
い
、
堂
面
書
記
を

迎
え
て
大
正
区
を
重
点
的
に

宣
伝
カ
ー
で
巡
回
し
ま
し

た
。

　

工
事
現
場
を
見
つ
け
て
は

チ
ラ
シ
・
安
心
ガ
イ
ド
等
を

渡
し
組
合
へ
の
加
入
を
勧
め

ま
し
た
。

　

十
月
十
四
日
（
土
）
に
は

宣
伝
カ
ー
で
港
区
を
巡
回
、

組
合
員
宅
を
訪
問
し
ま
し

た
。

【
門
真
支
部　

輪
木
戻
子
】

　

十
月
四
日
（
水
）
コ
ー
ナ

ン
プ
ロ
門
真
店
で
午
前
十
時

～
午
後
三
時
ま
で
、
組
織
部

長
・
事
務
担
当
者
・
主
婦
の

会
・
賃
貸
副
部
長
・
本
部
書

記
、
八
名
で
拡
大
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
人
が
多
く
時
間

が
経
つ
の
も
早
か
っ
た
け
ど

昼
か
ら
は
、
ま
ば
ら
で
外
は

暑
く
て
日
焼
け
し
ま
し
た
。

　

安
心
ガ
イ
ド
、
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
手
に
一
人
一
人

に
説
明
し
な
が
ら
手
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

『
あ
り
が
と
う
』
の
声
と

と
も
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
店
長
さ
ん
自
ら
店

内
放
送
を
三
回
も
し
て
く
れ

て
と
て
も
喜
ん
で
頂
き
ま
し

た
。
全
体
で
八
十
名
位
の
人

に
渡
せ
ま
し
た
。

　

今
回
も
チ
ラ
シ
を
作
っ
て

頂
い
て
レ
ジ
の
前
に
目
立
つ

よ
う
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

前
回
行
動
し
て
か
ら
会
員

カ
ー
ド
を
持
参
し
て
来
ら
れ

る
お
客
さ
ん
が
増
え
て
き
て

い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
や
り
が
い
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

ら
で
は
回
収
す
る
の
は
な
か

な
か
難
し
い
、
不
払
い
に
遭

わ
な
い
こ
と
『
防
止
』
が
一

番
の
対
策
で
す
」
と
説
明

し
、
「
不
払
い
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
、
新
・
不
払
い

防
止
十
カ
条
（
全
建
総
連
手

帳
掲
載
）
、
書
面
に
よ
る
契

約
書
等
の
発
行
の
徹
底
が
必

要
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
に
は
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
、
中
村
副

部
長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
に
て

学
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

中
の
働
き
方
改
革
の
学
習
に

は
全
建
総
連
顧
問
社
労
士
の

櫻
井
好
美
氏
を
、
午
後
の
不

払
い
対
策
の
学
習
に
は
全
建

総
連
賃
金
対
策
部
長
の
長
谷

部
康
幸
氏
を
招
き
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。

　

働
き
方
改
革
の
講
演
で

は
、
ま
ず
労
働
時
間
に
つ
い

て
「
使
用
者
の
命
令
下
に

　

十
月
八
日
（
日
）
午
前
十

時
よ
り
エ
ル
・
お
お
さ
か
に

て
本
部
賃
金
対
策
部
主
催
、

働
き
方
改
革
・
不
払
い
対
策

学
習
会
を
開
催
、
二
十
一
支

部
七
十
四
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

髙
橋
賃
対
部
長
に
よ
る
開

会
挨
拶
、
谷
内
委
員
長
に
よ

る
主
催
者
挨
拶
の
後
、
午
前

秋の拡大月間
（10月20日㈮時点の仮集計）

不
払
い
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は

　
働
き
方
改
革
・
不
払
い
対
策
学
習
会

賃金対策部

豊中支部　拡大ガンバルぞ‼

講演の様子（講師は桜井好美氏）

Ⅴめざして　全力疾走

豊中支部　拡大行動の様子

門真支部　コーナンＰＲＯ　拡大行動の様子
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１

　

人
脈
を
作
り
た
い
・
広
げ

た
い
。
い
ろ
ん
な
情
報
交
換

が
し
た
い
。
交
流
を
通
じ
、

ス
キ
ル
を
磨
き
た
い
。
一
生

の
仲
間
に
出
会
い
た
い
等
々
。

　

そ
ん
な
あ
な
た
の
想
い
を

叶
え
る
た
め
、
大
建
労
青
年

部
は
突
き
進
み
ま
す
。

　

是
非
、
当
日
あ
な
た
の
想

い
を
語
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

皆
様
か
ら
の
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時　

二
〇
二
三
年
十
一

月
二
十
六
日
（
日
）
午
後
六

時
開
始

●
内
容　

名
刺
交
換
会
等

●
場
所　

ゆ
ず
の
小
町　

天
王
寺
店
（
大
阪
市
天
王
寺

区　

堀
越
町
一
六
―
九　

天

王
寺
毎
日
ビ
ル
六
階
）

●
参
加
資
格　

青
年
部
員
及

び
五
〇
歳
以
下
の
組
合
員

●
定
員　

三
〇
名

●
参
加
料　

千
円
※
当
日
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

　

支
部
に
て
必
要
事
項
を

ご
記
入
い
た
だ
き
、
大
建

労
（
〇
六
―
六
六
四
三
―

五
三
〇
七
）
宛
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
く

だ
さ
い
。

・
十
一
月
十
六
日
（
木
）
先

着
順
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
六
―
六
六
三
二

―
二
八
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
―
六
六
四
三

―
五
三
〇
七

大
建
労
青
年
部
担
当
尾
﨑
ま

で

   

建
設
業
種
交
流
会

青年部

【
守
口
支
部　

堀
江
奏
由
】

　

建
設
業
界
に
と
っ
て
は
数

十
年
に
一
度
の
大
き
な
需
要

が
見
込
め
る
万
博
で
す
が
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
赤
信
号
が

灯
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
な
ら
パ
ビ
リ
オ
ン
関

連
の
建
設
に
多
く
の
人
手
が

見
込
ま
れ
、
巷
の
職
人
に
も

そ
の
波
及
的
需
要
が
発
生
し

予
定
が
ビ
ッ
シ
リ
の
時
期
だ

と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

Ｑ
　

土
地
を
相
続
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
売
れ

る
よ
う
な
土
地
で
も
な

く
、
遠
方
で
管
理
も
困
難

な
こ
と
か
ら
、
手
放
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
国

が
引
き
取
っ
て
く
れ
る
制

度
が
で
き
た
と
聞
き
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。

な
話
は
あ
ま
り
聞
こ
え
て
き

ま
せ
ん
。

　

材
料
価
格
の
上
昇
や
品
不

足
、
人
件
費
の
上
昇
で
工
事

価
格
の
折
り
合
い
が
つ
か
な

い
こ
と
が
原
因
と
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
外
国
の
パ
ビ
リ

オ
ン
は
ド
ル
建
て
で
予
算
組

を
し
て
い
た
ら
超
円
安
の
状

況
下
で
上
昇
分
は
吸
収
で
き

る
の
で
は
と
考
え
る
の
は
経

済
の
素
人
だ
か
ら
で
し
ょ
う

か
。

　

今
週
の
初
め
、
政
治
家
グ

ル
ー
プ
か
ら
万
博
建
設
を
間

に
合
わ
す
た
め
「
大
規
模
災

害
と
考
え
、
労
働
規
制
除
外

せ
よ
」
と
言
う
よ
う
な
意
見

が
出
さ
れ
議
論
を
巻
き
起
こ

し
ま
し
た
。

　

大
阪
万
博
会
場
建
設
は

「
大
規
模
災
害
」
な
の
で

し
ょ
う
か
？
で
も
自
然
災
害

で
は
無
い
の
で
何
方
か
責
任

取
る
準
備
で
き
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
ね
？

　

職
人
は
急
か
さ
れ
る
と
良

い
仕
事
出
来
ま
せ
ん
よ
！
政

治
家
さ
ん
。

堀江さん

大
阪
万
博

働
き
方
改
革
ど
う
な
る
？

に
は
、
①
建
物
が
な
い
こ

と
（
建
物
が
あ
る
場
合
、

解
体
し
て
か
ら
申
請
）
、

Ａ
　

二
〇
二
三
（
令
和
五
）

年
四
月
二
十
七
日
に
施
行

さ
れ
た
国
庫
帰
属
制
度
が

あ
り
ま

す
。

　

引
き

取
っ
て
も

ら
え
る
土

地
の
条
件

が
な
い
こ
と
、
な
ど
が
あ

り
ま
す

　

ま
た
、
土
地
の
勾
配
が

②
抵
当
権
な
ど
が
設
定
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
境

界
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
、
④
権
利
関
係
に
争
い

な
り
ま
す
。

　

申
請
に
お
い
て
は
、
①

土
地
の
位
置
及
び
範
囲
を

激
し
い
と
か
、
大
量
の
廃

棄
物
が
あ
る
、
有
害
物
質

が
埋
ま
っ
て
い
る
な
ど
、

「
通
常
の
管
理
や
処
分
を

す
る
よ
り
も

多
く
の
費
用

や
労
力
が
か

か
る
土
地
」

も
引
き
取
り

が
不
承
認
と

明
ら
か
に
す
る
図
面
、
②

隣
接
す
る
土
地
と
の
境
界

点
を
明
ら
か
に
す
る
写

真
、
③
土
地
の
形
状
を
明

ら
か
に
す
る
写
真
な
ど
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

認
め
ら
れ
た
場
合
、
無

償
で
国
に
引
き
渡
す
こ
と

に
な
り
、
十
年
分
の
管
理

費
用
を
考
慮
し
て
算
定
し

た
額
の
負
担
金
（
特
に

問
題
な
い
土
地
で
原
則

二
十
万
円
）
を
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

相
続
す
る
土
地
の

国
庫
帰
属
制
度

　

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

普
及
を
目
的
に
「
大
建
労　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
第

二
十
回
『
現
場
の
一
コ
マ
』

の
入
賞
は
掲
載
し
た
四
作
品

で
す
。
最
優
秀
賞
は
一
名
、

優
秀
賞
は
三
名
に
な
り
ま

す
。
最
優
秀
賞
に
は
、
五
千

円
分
・
優
秀
賞
に
は
三
千
円

分
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

次
回
第
二
十
一
回
の

テ
ー
マ
は
『
運
動
会
・
体

育
祭
』
。
募
集
開
始
日
は

二
〇
二
三
年
十
一
月
一
日

（
水
）
～
二
十
日
（
月
）
に

な
り
ま
す
。
是
非
大
建
労
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お
送
り
下
さ

い
。
応
募
方
法
は
簡
単
。

①�

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

お
友
だ
ち
登
録
。

②�

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
写
真
作

品
と
コ
メ
ン
ト
を
添
え

て
送
る
だ
け
で
参
加
で

き
ま
す
。

　

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

告
知
は
「
建
設
労
働
」
・

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
応
募
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

優
秀
賞

大
東
支
部
・
野
村
小
百
合
さ
ん

「
お
昼
寝
現
場
」

優
秀
賞

守
口
支
部
・
南
成
秀
さ
ん

「
現
場
で
の
一
コ
マ
」

最優秀賞
門真支部・中川寛達さん

「Ｏ邸」

優
秀
賞

城
東
支
部
・
財
間
義
晴
さ
ん

「
70
歳
で
も
頑
張
る
塗
装
工
」


